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Intercontinental Education for SDGs about the problem of water and climate change
―From Global Kids Square in Paris to World―
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大学を訪問した。また、ペナン島の歴史や
現在の問題を調査した。
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社東レの援助により、日本文化センター
































































































































































































































































































































































































































































































































地 球（Earth as a Space ship）」 を 書 き、
1966年にワシントンで開かれた未来資源研
究所で、「来るべき宇宙船地球号の経済学




は、『 宇 宙 船 地 球 号 操 縦 マ ニ ュ ア ル
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続可能な開発目標）を決め、2030年までに、
誰一人取り残さない地球社会を創ろうとして
いるのである。
　大陸間SDGs教育研究は、まさにこの世界
の動きと同調したものであり、椙山人間学研
究センターの環境と人間プロジェクトは、
EX棟の207号室をベースに、こども園から
小学校、中高等学校、大学、大学院のあらゆ
る段階の教育と連携しながら、この地球的課
題であり地域的課題に立ち向かおうとしてい
るのである。この活動は、アジアの日本、ア
フリカのブルキナファソ、ヨーロッパのフラ
ンスの3つの大陸を越え、つながり合う活動
であったが、今年度は、今回の報告にあった
ように、南アメリカ大陸のブラジル、アジア
のフィリピンとマレーシアと拡大してきてい
る。国内の学校からも問い合わせや相談が来
ている。個人的にも、活動への参加が増えて
おり、さらに、海外と関係した方の参加もみ
られる。
　幼児教育から大学まで、多様な教育アプ
ローチを研究開発し、さらに、世界に発信し
ていきたい。そのためにも、豊かな人材を抱
える椙山女学園大学及び椙山女学園の各学校
の教職員の力をつなげていくことも必要と考
える。
　今年度の活動を振り返り、多くの方々の理
解と協力をいただき、ここまでやって来るこ
とができたと言える。そして、椙山人間学研
究センターのプロジェクトとして活動できた
のは、大きな支えになった。
　また、椙山女学園はじめ、笹川日仏財団、
パリ日本文化会館、日本税理士会連合会、ア
サヒ飲料（株）など、これらの活動に関して
理解と協力をしていただき、深く感謝申し上
げる。
　特に、笹川日仏財団からは、「パリ子ども
宣言」を作ったパリ公演の実施に当たっての
ご支援をいただいた。日本税理士会連合会か
らは、大陸間SDGs教育研究活動の一環とし
ての租税教育に関係したフランス、ブルキナ
ファソから日本に招聘した2人の渡航費やブ
ラジル、マレーシアの日本人学校や現地校を
訪問し、パリ子ども宣言の交流拡大をより進
めるための費用をいただいた。椙山人間学研
究センターの環境と人間プロジェクト予算か
ら、北海道の全海研全国大会参加と地球子ど
も広場の活動運営に役立たせていただいた。
ほかにも、これらの活動を継続するために、
椙山女学園大学の学園研Bなど多くの支援を
もとに、活動が継続し、拡大していることに
感謝申し上げる。
